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半径5km以内の主要商業施設：Lot 1

運営主体 • CapitaLand

売買面積 • GFA 30,405㎡

施設概要

• 【アンカーテナント】
BHG、 Courts、 NTUC FairPrice

• 【主要ブランド】
Paradise Dynasty、 Jean Yip Hub、
Choa Chu Kang Public Library、 Food 
Junction、 Kiddy Palace、 Popular、
Shaw Theatres、 Zone X

来客者数 • 1,770万人(2015年)

顧客層

• Choa Chu Kang、Bukit Panjang、
Bukit Batok、Upper Bukit Timahの住民

• 近隣基地の軍人・兵役者、近隣学校の学生

「Lot 1」の概要
外観

内観

出所：現地視察

①Choa Chu Kang
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Jurong Eastを含むJurong地区は、人口・企業が集中している上、交通のハブであ
るため、通行客も集積。既存の食品加工ゾーンも多い上、シンガポール政府は“副都心
化”を進めており、オフィス・住宅街の大規模再開発が予定。

立地候補地(Jurong East)の概況

土
地
利
用
規
制

• 商業、住宅、空地、市民機関用の土地が混在

• 食品加工ゾーンに関して、Jurong Eastではフード
ゾーンが既に多い(27箇所：次頁参照)

Jurong East駅
半径5km以内の主要な
商業施設は6ヶ所

マレーシア・シンガポール・
セカンドリンク
マレーシアとの大橋まで約
15kmで、車で約17分

City Hall駅まで約16.5km
(電車で約30分、車で約25分)

City Hall駅
ア
ク
セ
ス

周辺の
開発予定

計画地
アクセス圏

の人口分布

マレーシア
から

ビル購入価格
(目安)

• 中心部の分散化として、Jurong地区の大規模再開発計
画があり、現在の工業団地中心の立地から商業・住宅中
心に変更となる予定

• クアラルンプール＝シンガポール高速鉄道の駅をJurong
Eastで建設予定(2026年以降に開業予定)

• 主に中間層のローカル住民が集中している大規模なHDB
住宅街があり、モール、オフィスも集積

 Jurong East: 85,020

 Jurong West: 272,690

 Clementi: 91,630

 Bukit Batok 139,260

中心部
から

• シンガポール西部の主要路線であるNorth South Lineと
East West Line電車路線と繋がる交通ハブ

• City Hall駅からJurong East駅まで電車で約30分
(約16km)

• マレーシア領土と接続するマレーシア・シンガポール・セカンド
リンクから約17km、車で約15分

• 11,000SGD/㎡(2012年)

出所：URA・AVAヒアリング、各種公知資料

②Jurong East
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周辺の工場や日系企業に勤務する居住者が多い上、バス・MRTの交通ハブであるた
め、パッセンジャーの集積も見られる立地。再開発が進んでおり、セントラルエリアからは
一定の距離があるものの、中心部からの集客も一定増加している。

Jurong Eastへの集客可能性

Jurong
East

City Hall駅

• 半径5km以内の
主要な商業施設は6ヶ所

MRT
North–South路線

MRT East–West路線

• 食品加工ゾーン、
工業施設が集中

• 日系企業等も多い

Jurong East
• 人口：約85,000人
• シンガポールウェストの主要路線である

North South LineとEast West 
Line電車路線と繋がる交通ハブ

北側にHDBが集積

• 自家用車での
アクセスも可能

②Jurong East

Jurong
East駅
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《参考》 Jurong East周辺の食品加工ゾーン

• Jurong Food Hub

• Chin Bee Avenue

• Chin Bee Crescent

• Chin Bee Drive

• Chin Bee Road

• Enterprise Road

• Fishery Port Road

• International Road

• Jalan Ahmad Ibrahim

• Jalan Boon Lay

• Jalan Tepong

• Mandai Link

• Pandan Loop

• Quality Road

• Second Chin Bee Road

• Senoko Crescent

• Senoko Drive

• Senoko Avenue

• Senoko Way

• Senoko South Road

• Tai Seng Street

• Tuas Bay Walk

• Tuas Ave 12

• Tuas Ave 7

• Wan Lee Road

出所：AVA資料

②Jurong East
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《参考》 シンガポール政府が進めるJurong地区の再開発

第２の中心業務地区開発へ、西部ジュロンに
2016年7月12日

シンガポールの都市再開発庁(ＵＲＡ)は11日、西部ジュロン・レイク地区に国

内第２の中心業務地区(ＣＢＤ)を開発する計画について、マスタープラン(基本

計画)の作成者を選定するための提案依頼書(ＲＦＰ)を公表した。2017年７

～９月期ごろの原案策定を目指す。

今回の計画は、ＵＲＡが08年に打ち出したジュロン・レイク地区の再開発計画

の一環。すでに商業施設などから成る「ジュロン・ゲートウエー」、レジャー向けの「レイ

クサイド」の開発が進んでいるが、新たに両地区の間の112ヘクタールの敷地にオ

フィスビルや小売店、飲食店、娯楽施設、住宅、ホテルなどが立ち並ぶ「レイクサイ

ド・ゲートウエー」を開発する構想だ。

まずは建築家や都市計画家、エンジニアなど各種専門家から成るチームに応募

を呼び掛け、最大５つのチームに絞り込む。その後、各チームがまとめたマスタープラ

ンのコンセプトを検討し、17年２月に最も優れた案を出したチームを選定。このチー

ムがＵＲＡや関係機関と協力してマスタープランの原案を作成し、同年７～９月

期に完成イメージの模型を一般公開する。その後に市民の意見を取り入れるなどし

て、マスタープランをさらに練り上げる予定。

シンガポール政府は昨年、マレーシア・クアラルンプール(ＫＬ)とシンガポールを結

ぶ高速鉄道(ＨＳＲ)の終着駅をジュロン・レイク地区に設けることを明らかにした。

同地区のジュロン・イースト駅にはＭＲＴ(地下鉄・高架鉄道)南北線と東西線が

乗り入れるほか、25年以降に２つの新線の開通も予定されている。交通の要衝と

なることから、同地区は今後の飛躍的な発展が期待されている。

出所： http://www.nna.jp/articles/show/1478089

西部ジュロン、次世代技術の集積地に
2016年3月28日

シンガポール政府は3月24日に発表した2016年度予算案で、西部ジュロン地

区に次世代技術・サービスを生み出す企業や研究所、教育機関などが集積する

「ジュロン・イノベーション地区(ＪＩＤ)」を開発する案を盛り込んだ。

次世代産業を担う研究者や学生、革新的技術を採用する企業が集まり、新製

品・サービスを生み出す産業パークにする。第1期は2020年ごろに完成する予定

だ。

25日付ストレーツ・タイムズなどによると、ジュロン・ウエスト地区を中心としたJID

は、中部ブオナビスタの科学技術パーク「ワンノース」に続く産業集積地として開発。

南洋工科大学(NTU)や環境技術向け工業団地「クリーンテック・パーク」など、既

存の施設・機関も含めた大型産業パークで、10万人規模の就労者、学生が集ま

る見込みという。SOHO(小規模事業所や自宅兼事務所)や、起業家向け事業ス

ペースなども整備する。

出所： http://www.nna.jp/articles/show/1145107

②Jurong East

http://www.nna.jp/articles/show/1478089
http://www.nna.jp/articles/show/1145107
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半径5km以内の主要な商業施設：5ヶ所のモール

主要な商業施設 運営主体 売買面積
来客者数
(2015年)

Interna–tional Merchan–
dising Mart (IMM)

CapitaLand GFA 132,526㎡ 約1,420万人

BigBox Big Box※1 GFA 120,773㎡ 約2,000万人

Jurong East Mall (JEM) Lend Lease GFA 75,994㎡ 約5,000万人

WestGate Mall
(伊勢丹がテナントとして入居)

CapitaLand GFA 55,177㎡ 約4,450万人

J Cube CapitaLand GFA 29,450㎡ 約1,240万人

※1：株主はTT International(51%)、 Utraco Investment(30.4%)、Prima BB Limited(18.6%)

出所：各種公知資料

②Jurong East
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半径5km以内の主要な商業施設：Big Box

出所：現地視察

②Jurong East

→シンガポール最大級のウエアハウスストア(大型倉庫
等を利用し、商品をセルフサービスにより低価格、短
時間で購入できるようにした小売業態)

→工場から直接、小売店へ出荷するというのが基本的
なビジネスモデル

→家電・家具・スー
パーマーケット・飲食
店コーナーの4カテゴ
リーが3フロアに展開
されている。

店舗外観・構造

→「業務スーパー」・「めぐ
みの郷」にて日本産の
野菜・青果物・加工食
品の取扱いが見られる

→ただし、多くはマレーシ
ア産等のローカル産品
であり、NTUC等の差
別化が十分でないとの
印象

→シンガポール三連休の中日の現地視察にも関わらず、集客
が十分とは言い難い状況

→“割安感”を求める消費者はIMMに流れているものと想定

店舗内観・売り場
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半径5km以内の主要な商業施設：WestGate Mall / Isetan

→2013年に開業し、伊勢丹や東急ハンズ等の日系店舗も
テナントとして入居

→伊勢丹がWestgate Mallのオープンと同時に開業

→吹き抜けや緑の多い余裕のある空間デザインを意識
しており、デザイン性の高い“お洒落エリア”となっている

→テナントや商品が伊勢丹新宿店と近い印象であり、比較的
所得の高い、中華系住民や日本人駐在員/観光客が顧
客の中心

→地下に食品売場があり、日本
産食材の販売も見られる

出所：現地視察

②Jurong East

店舗外観・構造 店舗内観・売り場
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Orchard：立地候補地の概況

土
地
利
用
規
制

• 規制では、90％以上の土地は商業地と定められている

• ホテル、娯楽クラブの営業に関しては、当局審査にパス
すれば営業可能

• Orchardでは次の施設が営業可能。

 オフィス、多目的施設
(例：オフィス、モール、ホテル、マンション等)

 コンベンションセンター、展示場

 商業学校

 銀行

 市場、フードセンター、レストラン

 映画館、娯楽施設

 外国の貿易使節団、公文書保管庁

 ホテル、娯楽クラブ

 高級医療施設、クリニック

• 民間マンション(コンドミニアム)等が多く、外国人
駐在員を含む富裕層の集積地区

 Orchard Road: 990

 Newton: 6,930

 River Valley: 9,230

 Tanglin: 19,030

 CBD: 3,130

• Orchard駅、Somerset駅、Dhoby Ghaut
駅でアクセス可能

• Dhoby Ghaut駅は、North–South、
North–East、Circleの路線と繋がる

• City Hall駅から、上記いずれの駅までも電車で
約10分程度でアクセス可能

• 16,000SGD/㎡(2006年)

計画地
アクセス圏

の人口分布

中心部
から

ア
ク
セ
ス

ビル購入価格
(目安)

周辺の
開発予定

• Orchard Roadには多くのモール施設が既に集
積しており、築歴が古いモール・ビルの建替が発
生しない限り、再開発の機会は見込みづらい

Somerset駅

Dhoby Ghaut駅

Orchard駅

City Hall駅

電車で約10分

出所：URA・AVAヒアリング、各種公知資料

③Orchard
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Orchard地区はシンガポール及び世界有数のショッピング街であり(NY：Fifth 
Avenue、東京：新宿等に相当)、15ヶ所以上のモールが集積している。代表的なモー
ルは下記の通り。

半径5km以内の主要な商業施設：4ヶ所の代表的なモール

主要な商業施設 運営主体 売買面積
来客者数
(2015年)

ION Orchard
Orchard Turn 

Developments Pte Ltd
GFA 88,177㎡ 約5,930万人

Plaza Singapura CapitaLand GFA 53,582㎡ 約2,560万人

Atrium@Orchard CapitaLand GFA 70,330㎡
約2,600万人

Wisma Atria
YTL Starhill Global 

Property 
Management

GFA 20,988㎡ 約2,520万人

出所：各種公知資料

③Orchard
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《参考》 Orchardのメイン通りの構造

Dhoby
Ghaut

Somerset Road

Somerset

Orchard

高島屋
Wisma
Atria

ion

ISETAN 
Scotts

Lucky
Plaza

Para
gon

P
la

z
a

S
in

g
a
p
u
ra

→ Orchardの中心にはOrchard Roadという目抜き通りがあり、Wisma Atria、高島屋、ionという高級百貨店が立ち並んでおり、東京の新
宿通りに類似した構造

→ 「Dhoby Ghaut」はCircle Line、North East Line、North South Lineといった3つのMRT路線にまたがるターミナル駅

→ 駅直結のショッピングモール「Plaza Singapura」に和食レストランの「塚田農場」・「nana’s green tea」・「星乃珈琲店」等の店舗もあり、気
軽に日本食を楽しむことが可能。Orchard駅までの高級百貨店では、LOUIS VUITTONやROLEX等の高級ブランド店が1階フロアに並ぶ

→ Wisma Atriaの向かいにある「Lucky Plaza」は出稼ぎにて訪星しているフィリピン人の送金所が入っており、土日には大きなダンボール箱で物
資を送ったり母国へ送金するフィリピン人で大賑わいのショッピングモールとなる

Orchard Road

S
c
o
tt

s 
R
o
a
d

③Orchard
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9. 《参考》 シンガポール市場の基礎情報

別添1：小売店舗における販売価格一覧

別添2：生鮮三品の消費額推計
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通常関税率での輸出時の根拠となる「一般原産地証明」とFTAに基づく特恵関税待遇
での輸出時の根拠となる「特恵原産地証明」の２種類の原産地規則が存在。

再輸出時の「原産地規則」

出所：AVA資料、Singapore  Custom資料、AVA・IE Singapore・JETROヒアリング
※1：詳細は個別に当局確認する必要があり、規則・ヒアリング結果を踏まえた、アクセンチュア分析 ※2：単純な組立に留まらないケースであることが必要

• 国内流通時の生
産/製造地の根
拠

AVA
• AVAが認定する「Food Processing Zone」の加工

施設において、付加価値向上(カットorスライス&パッ
ケージング等のレベル以上)が行われていること

《参考》

商品表示
(Manufactured in “SG”)

• 明文化された規則は
存在しない

• 原産地とは一致しな
いケースがある

役割 所管 基準

原
産
地
規
則(C

O
) 特恵

原産地
証明

備考

一般
原産地
証明

• 証明書は不要なケー
スが多い

 インボイス等に記
載がある場合も多
いため

• 相手国バイヤーが、
輸入(納税)申告時
に証明書が必須

• 通常課される
MFN税率で輸
出する際の原産
地の根拠

• 食品規制(輸入
規制等)適用の
根拠

Singapore
Custom

(シンガポール
税関)

• FTA/EPA税率
や特恵税率の特
恵関税待遇で輸
出する際の原産
地の根拠

• 食品規制(輸入
規制等)適用の
根拠

政府間協定
(FTA/EPA)

• 完全生産品

• 実質変更の基準を満たす産品(詳細次頁参照)

 現地調達基準：現地調達割合が25%以上

 関税分類変更基準：上6桁の項番変更※2

 化学反応基準：化学反応工程を経ていること

• 完全生産品

• 実質変更の基準を満たす産品
(FTA協定毎に下記の組合わせを規定)

 付加価値基準(CTC)

 関税分類変更基準(RVC) ※2

 加工工程基準(Process rule)

輸出時の
産品の
“国籍”

関税率を考慮しなければ、HSコードの「号」(上6桁)の変更または
現地調達割合が25%以上とすることで、“シンガポール原産品”とすることが可能。
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シンガポールにおける「一般原産地証明」に関する認定基準

和訳 規制原文 解説

認定基準

出所：Singapore Custom「Handbook on the Rules of Origin for Ordinary Certificate of Origin」
JETRO「非特恵の原産地証明書発給のための原産地規則」

• 現地調達率が
25%以上

現地調達
基準

• “Manufactured in 
Singapore with 
minimum 25% of 
Local Content based 
on the ex–factory 
price of the finished 
product”

• 当該物品の材料の現地調達率が25％以上の場合、その物品
はシンガポールで生産されたものとみなされる。なお、現地調達
率は以下の算式で計算される

• 関税番号の「号」
(HSコードの上６桁)
の変更

関税番号変更
基準

• “Attained a Change 
in Tariff 
Classification at 6 
digit level (i.e. 
Change in Tariff 
Sub–Heading)”

• 物品の関税番号の「号」(HS コードの上６桁)が、現地加工ま
たは製造により、当該物品のすべての非原産原料または材料の
「号」と異なる場合、当該加工又は製造で得られた物品は、シ
ンガポールで生産されたものとみなされる

• 但し、上記を満たさない場合であっても、その製造に用いられた、
輸入または非原産材料の価格の最終物品の工場出荷時点の
価格に占める割合が10％未満である場合、当該物品はシンガ
ポールで生産されたものとみなされる

• 化学反応工程を
経ていること

化学反応基準

• “Undergone a 
Chemical Reaction 
(only for products 
under HS Chapters 
27 to 40)”

• HSコード27~40類に分類される物品に関しては、現地での製
造又は加工において化学反応が起きている場合には、シンガ
ポールで生産されたものとみなされる

• なお、化学反応とは生化学反応を含み、分子の崩壊・結合又
は分子内原子の変化により新たな分子組成をもたらす過程を
いい、水溶液化、溶媒除去、結晶水の追加または除去等を含
まない

現地
調達率 =

現地調達原材料費＋直接労務費＋直接経費

工場出荷時の物品価格
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製品に占める付加された価値(非原産材料以外の価格)の割合(=付加価値)を算出
し、40%以上であればシンガポール原産品として認められる。

「特恵原産地証明」に関する認定基準 ①付加価値基準(RTC)

40％以上なので
シンガポール原産品として

認められる

日本 シンガポール

CIF価格50円 FOB価格200円

付加
価値

第2202.90号
中国

産品の価額－非原産材料価額

産品の価額

200－50
x 100

200
x 100 ＝ 75％＝

日本産青果物 シンガポール産ジュース
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FTA協定毎に、原産地変更が認められる関税分類の変更基準が定められている。HS
コードの最初の４桁変更が基本だが、品目別に定められているケースも存在。

「特恵原産地証明」に関する認定基準 ②関税分類変更基準(CTC)

日本 シンガポール

第0303.74号

中国

日本産さば シンガポール産さば缶(水煮)

第1604.15号

CSFTA(中国・シンガポール二国間自由貿易協定)では、水産物の関税分類変更基準に関して、
HSコード：03(鮮魚/スライス/くん製等)からHSコード：16(缶詰/瓶詰)への変更のみが、

認められるケースとして、品目別規則に定められている。
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《参考》 現行のFTA(自由貿易協定)における原産地規則の整理

FTA

非完全生産品

一般規則

PSR
(品目別規則)

CTC
(関税分類変更基準)

RVC
(付加価値基準)

PROCESS
(加工工程基準)

ATIGA(ASEAN物品貿易協定)
CTH

(HSコードの最初の４桁による変更)
40% –

AANZFTA(ASEANｵｰｽﾄﾗﾘｱ・ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ自由貿易協定※)
CTH

(HSコードの最初の４桁による変更)
40% –

ACFTA(中国ASEAN自由貿易協定) – 40% –

AIFTA(ASEANインド自由貿易協定)
RVC(域内原産資格割合) 35% 

+ CTSH(HSコードの最初の６桁による変更)
– –

AJCEP(日・ASEAN包括的経済連携)
CTH

(HSコードの最初の４桁による変更)
40% –



AKFTA(ASEAN－韓国自由貿易協定)
CTH

(HSコードの最初の４桁による変更)
40% –

CECA(包括的経済連携協定)
QVC(付加価値基準) 40% 

+ CTH(HSコードの最初の４桁による変更)
–

CSFTA(中国・シンガポール二国間自由貿易協定) – 40% –

JSEPA(日・シンガポール新時代経済連携協定) – – –

KSFTA(韓国・シンガポール自由貿易協定) – – –

SAFTA(シンガポール・オーストラリア自由貿易協定) SAFTAのAnnex Dに記載される品目の場合は30％、それ以外の品目は50% –

※AANZFTAの加盟国の中では、一般規則はカンボジアとインドネシアのみ適用する。それ以外の加盟国はPSR(品目別の特定規則)が適用される



52©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

日本産原料を使用して製造する想定加工食品は、HSコードの4桁変更に該当するた
め、「シンガポール原産品」となることが濃厚(LL牛乳・生クリーム除く)。

想定している加工食品の再輸出可能性(1/3)

加工食品
HSコード

（加工食品）

日本産

原料

HSコード

（原料）

HSコード

6桁変更

HSコード

4桁変更
備考

醤油 HS2103.10.000 大豆 HS1201 ○ ○

味噌 HS2103.90 大豆 HS1201 ○ ○

豆腐 HS2106.90 大豆 HS1201 ○ ○

納豆 HS2008.19 大豆 HS1201 ○ ○ ※税関に問い合わせ済

厚揚げ HS2106.90 大豆 HS1201 ○ ○

パン HS1905.XX 小麦 HS1001 ○ ○
※パンの種類によって下二桁が決まります．具体的にどのようなパンを

輸出入するかで変わります．

うどん HS1902.19.200 小麦 HS1001 ○ ○

パイ生地 HS1901.20 小麦 HS1001 ○ ○

ピザ生地 HS1901.20 小麦 HS1001 ○ ○

ラーメンの麺 HS1902.11.000 小麦 HS1001 ○ ○ ラーメンの麺には卵が含まれているとして分類

ピザ（具材あり） HS1905.90.313 小麦 HS1001 ○ ○ 冷凍しているもの

アップルパイ HS1905.90 小麦 HS1001 ○ ○ ※税関に問い合わせ済

ＬＬ牛乳 HS0401.XX 牛乳 HS0401 - -

※脂肪分の含有比率により下二桁が分類される．脂肪分が全重量の

1%以下なら「10」，1%を超え6%以下なら「20」，6%を超え10%

以下なら「30」，10%を超える場合は「50].

ヨーグルト HS0403.10.000 牛乳 HS0401 ○ ○

チーズ HS0406.XX 牛乳 HS0401 ○ ○

※チーズの種類により下二桁が分類される．フレッシュチーズなら

「10」，おろしチーズ・粉チーズなら「20」，プロセスチーズ(粉チーズ以

外)なら「30」，ブルーベインドチーズ及びその他のペニシリウム・ロックフォ

ルムティによる模様を含むチーズなら「40」，それら以外なら「90」.

バター HS0405.10.000 牛乳 HS0401 ○ ○

脱脂粉乳
HS0402.10

(or HS0402.21)
牛乳 HS0401 ○ ○

生クリーム HS0401.XX 牛乳 HS0401 - -

※脂肪分の含有比率により下二桁が分類される．脂肪分が全重量の

1%以下なら「10」，1%を超え6%以下なら「20」，6%を超え10%

以下なら「30」，10%を超える場合は「50].

ショートケーキ HS1905?? 牛乳 HS0401 ○ ○

出所：税関(日本)問い合わせ結果を踏まえたアクセンチュア分析

LL牛乳・生クリームに関しても、現地調達率を25%以上とすることで、
「シンガポール原産品」とすることは可能。
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想定している加工食品の再輸出可能性(2/3)

出所：税関(日本)問い合わせ結果を踏まえたアクセンチュア分析

加工食品
HSコード

（加工食品）

日本産

原料

HSコード

（原料）

HSコード

6桁変更

HSコード

4桁変更
備考

イチゴジャム HS2007.99 いちご HS0810.10 ○ ○

イチゴピューレ HS2007.99 いちご HS0810.10 ○ ○

イチゴ大福 HS1901.90 いちご HS0810.10 ○ ○ ※税関に問い合わせ済

和牛ハンバーグ（和牛比率100％） HS1602.50.000 和牛
HS0201

(冷凍ならHS0202)
○ ○

和牛ハンバーグ（和牛比率80％） HS1602.50.000 和牛
HS0201

(冷凍ならHS0202)
○ ○

和牛ハンバーグ（和牛比率50％） HS1602.50.000 和牛
HS0201

(冷凍ならHS0202)
○ ○

和牛ハンバーグ（和牛比率49％） HS1602.50.000 和牛
HS0201

(冷凍ならHS0202)
○ ○

和牛ハンバーグ（和牛比率35％） HS1602.50.000 和牛
HS0201

(冷凍ならHS0202)
○ ○

和牛ハンバーグ（和牛比率20％） HS1602.50.000 和牛
HS0201

(冷凍ならHS0202)
○ ○

和牛ローストビーフ　スライス　 HS1602.50.000 和牛
HS0201

(冷凍ならHS0202)
○ ○

和牛　肉巻 HS1602.50.000 和牛
HS0201

(冷凍ならHS0202)
○ ○

※肉巻はほとんどのレシピで牛肉の重量比が20%を超えていたので，

肉調整品（牛肉）とした．超えない場合はなにを巻くかでさらに分類さ

れる．

和牛の青椒肉絲　 HS1602.50.000 和牛
HS0201

(冷凍ならHS0202)
○ ○

※チンジャオロースはほとんどのレシピで牛肉の重量比が20%を超えてい

たので，肉調整品（牛肉）とした．

和牛のミートソース HS2103.90 和牛
HS0201

(冷凍ならHS0202)
○ ○

※和牛が全重量のうち20%以上を占めるなら肉調整品となるため

「HS1602.50」となる（自信なし）．通常，20%は超えないのでここ

では「ソース」として分類した．

加熱調理されているもの限る．また「均質調整果実」（微細に均質化

した果実から成る育児食用又は食餌療法用の調製品（小売用のもの

で正味重量が250グラム以下の容器入りにしたものに限る）の場合は

下二桁が「10」となる
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想定している加工食品の再輸出可能性(3/3)

出所：税関(日本)問い合わせ結果を踏まえたアクセンチュア分析

加工食品
HSコード

（加工食品）

日本産

原料

HSコード

（原料）

HSコード

6桁変更

HSコード

4桁変更
備考

和牛コロッケ（和牛比率100％） HS1602.50.000 和牛
HS0201

(冷凍ならHS0202)
○ ○

和牛コロッケ（和牛比率80％） HS1602.50.000 和牛
HS0201

(冷凍ならHS0202)
○ ○

和牛コロッケ（和牛比率50％） HS1602.50.000 和牛
HS0201

(冷凍ならHS0202)
○ ○

和牛コロッケ（和牛比率49％） HS1602.50.000 和牛
HS0201

(冷凍ならHS0202)
○ ○

和牛コロッケ（和牛比率35％） HS1602.50.000 和牛
HS0201

(冷凍ならHS0202)
○ ○

和牛コロッケ（和牛比率20％） HS1602.50.000 和牛
HS0201

(冷凍ならHS0202)
○ ○

たらこパスタソース HS2103.90 たらこ HS0305 ○ ○
※たらこが全重量のうち20%以上を占めるなら魚調整品となるため

「HS1604.20」となる（自信なし）．

毛ガニのピザ HS1905.90.313 毛ガニ HS0306 ○ ○
※毛ガニが全重量のうち20%以上を占めるなら魚調整品（甲殻類）

となるため「HS1605.10」となる（自信なし）．

毛ガニのグラタン HS2106.90 毛ガニ HS0306 ○ ○ ※税関に問い合わせ済

エビフライ HS1605.10 エビ HS0306 ○ ○ 原材料のエビのHSコードはエビの種類で変化します．

ウナギのかば焼き HS1604.17.100 うなぎ HS0303 ○ ○

日本酒 HS.2206.00.200 米 HS1006 ○ ○

冷凍マグロ寿司 HS1604.14 マグロ HS0303.4X ○ ○

冷凍ハマチ寿司 HS1604.19 ハマチ HS0303 ○ ○

冷凍ホタテ寿司 HS1605.59.100 ホタテ HS0307 ○ ○

冷凍エビ寿司 HS1605.10 エビ HS0306 ○ ○

冷凍マグロ刺身 HS1604.14 マグロ HS0303.4X ○ ○

冷凍太巻き寿司 HS1904.90 巻きずし

※具材については「卵」「かんぴょう」等の恵方巻きに使用するような標

準的な内容の巻き寿司として税関に問い合わせました．

サバの味噌煮 HS1604.15.190 さば HS0302 ○ ○ 気密容器入りの水煮ではないものとして分類

サバの塩焼き HS1604.15 さば HS0302 ○ ○
※原材料のさばに関するHSコードの下二桁はさばの種類で変わる．

寿司は魚介類含有量が20%以上として，各「魚介類調整品」として

分類した．原料のマグロのHSコードは，びんながまぐろなら「X=1」，き

はだまぐろなら「X=2」，めばちまぐろなら「X=4」，くろまぐろなら

「X=5」，みなみまぐろなら「X=6」
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日系企業を含め、多くの加工食品事業者が主にASEAN向けの拠点として、シンガポー
ルにおける加工食品製造を行っており、本事業の参考事例となり得る。

シンガポールにおける食品加工・再輸出の状況(1/2)

出所：事業者ヒアリング

製造加工食品 輸出先国
製造加工食品の

原産地日本産原料

メーカーB
（パン）

メーカーC
（乳製品）

• パン製品

• チーズ製品

• 香港 • シンガポール

• ASEAN諸国 • シンガポール

備考

• –

• 小麦粉

• ドライフルーツは日
本産の使用もある

• 原料のチーズは日
本産ではない

メーカーA
（調味料）

• ソース類

• 味噌

• ASEAN諸国

• 中国、香港、台
湾、オーストラリア

• シンガポール

• シンガポールではソースの混合とボト
リングを行う

• 日本からの味噌の輸入・現地での
味の店かを行っている

• 日本産原料の使用
率は10%以下

• –

• 主に冷凍寿司
(現地では最小限の
加工のみ)

• ASEAN圏内の自
社系列レストラン
にのみ輸出

• 日本
(現地では最小限の
加工のみ)

メーカーD
(水産加工品)

• 寿司ネタ(エビ等)

• 寿司の原料
(コメ、海苔等)

• 日本産品の輸入・再輸出が中心
であり、加工食品の再輸出は行っ
ていない
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シンガポールにおける食品加工・再輸出の状況(2/2)

出所：事業者ヒアリング

製造加工食品 輸出先国
製造加工食品の

原産地日本産原料

メーカーF
(調味料)

メーカーG
(畜産加工品)

• 醤油、テリヤキソー
ス、醤油関連製品

• みりん

• ソーセージ

• ASEAN諸国 • シンガポール

• ASEAN諸国 • シンガポール

• 日本への再輸出
を検討中

• シンガポール

備考

メーカーE
(調味料)

• -

• -

• ドバイの工場でもソーセージを製造
しており、“ドバイ原産品”として香
港へ輸出

• 多少使用している
が、豪州産や他国
産原料がメイン

(非公開)

• 豚肉

メーカーH
(飲料)

• 飲料(緑茶等) • 中東等 • シンガポール

• 複数国(日本は含まれていない)か
ら飲料の原料を調達した上で、現
地で飲料(緑茶等)を製造した上
で、「シンガポール産品」として中東
等への輸出を行っている

(非公開)
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再輸出時に、輸出先国から原料の原産地に関する詳細な表示が求められることは基本
的になく、日本産原料輸入時の関税は農産物・水産物・畜産物にはかからない。

再輸出スキームに関するその他ポイント

出所：事業者・有識者ヒアリング

原料原産地の
表示

ヒアリングにおけるポイント

• 輸出通関時に輸出先国から、加工食品の原料の原産地に関する表示が
手続書類上で求められることはない
(=輸出先国から原料原産地が問われることは基本的にない)

 ただし、輸出時にAVAへの提出が求められる「衛生証明書」には、
原料の原産地の記載が求められる

• シンガポールの一般関税(輸入税)の課税対象品目はHSコードで6品目の
みであり、農産物・水産物・畜産物の輸入時に一般関税はかからない

 詳細は次頁参照

日本産原料
輸入時の

関税
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《参考》 一般関税(輸入税)の課税対象品目

課税対象品目※1 HSコード
(8桁ベース)

関税率
(アルコール1L当たり)

1
スタウト(黒ビール)
(stout & porter)

2203.00.10 16Sドル

2
ビール

(beer & ale)
2203.00.90 16Sドル

3
アルコール度数40％以下の

薬用サムスー※１(medicated samsu)
2208.90.10 8Sドル

4
アルコール度数40％超の

薬用サムスー(medicated samsu)
2208.90.20 8Sドル

5
アルコール度数40％以下の

その他サムスー(other samsu)
2208.90.30 8Sドル

6
アルコール度数40％超の

その他サムスー(other samsu)
2208.90.40 8Sドル

出所：日本貿易振興機構HP

※1 アルコール製品は輸入税以外に物品税を課税される
※2 ハーブなどを配合した穀物蒸留酒
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今後の取扱規模の増加が見込まれる、日本食レストランや現地系大手小売が有望な
ターゲットと想定され、前者への販路拡大・後者との関係性構築を図ることが重要。

事業性評価サマリ(BtoB)

有望品目

今
後
の
日
本
産
品
取
扱
規
模

小売 外食 主たるターゲット

• 食材を日本産品で揃えることに
拘りを持ち、取扱の増加にも積
極的

• 季節性のある多様な日本産品
(青果物・野菜等)の供給を目
指すことが有望

日本食
レストラン
(高級店)

日本食
レストラン
(中級店)

• 価格帯上、扱う日本産品は限
られるが、寿司店・トンカツ店等
のニーズ拡大が追い風

• 他国産品と明確な差別化が可
能な品目に関して、鮮度・価格
を訴求することが有望

現地系
大手小売

• 日本産品の取扱増加に積極
的だが、既存インポーターとの関
係性は強固

• 今回の想定品目は、既存の調
達品と比較して価格競争力が
あるため、長期的な関係性構
築を目指すことが重要

優
先
度

• 季節性のある
青果物・野菜
等日本産品
全般

• 水産物
(刺身用鮮魚)

• 和牛・
牛肉加工品

• 調味料

• 水産物

• 青果物・野菜

• 和牛・豚肉・
牛肉加工品

• 菓子

• 調味料

→ 既に調達ルートが
確立

→ 日本産品割合を
一定に調整

大中小

減
少
／
意
向
な
し

現状の取扱量

現
状
維
持

増
加

現地系大手小売

日系日本食
(高級店)

日系日本食
(中級店)

ターゲット

日系大手小売

日本食以外

現地系小売

現地系日本食
(高級店)

現地系日本食
(中級店)
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《参考》 主要小売店舗の位置

出所：Singapore Tourism Board、現地視察

高島屋

1. Takashimaya：391 Orchard Road、 SINGAPORE 238873

伊勢丹

2. 伊勢丹スコッツ店：350 Orchard Road Shaw House、 SINGAPORE 238868

3. 伊勢丹オーチャード店：435 Orchard Road Wisma Atria、 SINGAPORE 238877

4. 伊勢丹カトン店：80 Marine Parade Road Parkway Parade、 SINGAPORE 449269

5. 伊勢丹タンピネス店：4 Tampines Central 5 Tampines Mall、 SINGAPORE 529510

6. 伊勢丹セラングーン店：23 Serangoon Central、 nex Mall、 SINGAPORE 556083

7. 伊勢丹ジュロン イースト店：3、 Gateway Drive West Gate Singapore 608532

明治屋

8. 明治屋：177 River Valley Road #B1–50 Liang Court Shopping Centre

Emporium shokuhin

9. Emporium shokuhin：6 Raffles Boulevard #01–18 Marina Square Singapore 039594

J–Mart

10. カトンモール店：112 East Coast Rd. #B1–09 112 Katong、 Singapore 428802

11. ONE KM店：11 Tanjong Katong Rd.#B1–12 One KM、 Singapore 437157

12. スタービスタ店：1 Vista Exchange Green #B1–28 THE STAR VISTA、 Singapore 138617 

Midtown Mart

13. Midtown Mart:6 Raffles Boulevard #03–130A Marina Square Singapore 039594

Wattention Plaza

14. Wattention Plaza:1 Jurong West central 2、 Jurong Point Shopping Centre B1、 Singapore648886

Fish Mart Sakuraya

15. West Coast Plaza : 154 West Coast Road #B1–50/51/52、 West Coast Plaza、 Singapore 127371

16. Parkway Parade: 80 Marine Parade Road #B1–84D、 Parkway Parade、 Singapore 449269

17. Anchorpoint: 370 Alexandra Road #01–32 Anchorpoint、 Singapore 159953

立地候補1：
Lorong

Semangka

立地候補2：
Jurong

East

シンガポール全体図

⓮

⓱

❷❶

❼

⓯
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⓬
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⓫
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シンガポールにおいてキーとなる現地の小売事業者・輸入業者・外食事業者を中心にヒ
アリングを行った上で、事業性評価を実施。

主なヒアリング対象

事業者ヒアリングに加え、多数の現地視察・消費者ヒアリング/アンケート等を実施。

外
食

• 18社 他多数

 日本食店・西洋料理店を含む

 高級店～中級店を含む

そ
の
他

• 11社 他多数

 土地オーナー・現地料理教室・加工食品
メーカー・現地政府機関 等

小
売

• 9社

 現地系小売：4社

 日系小売：5社

• 9社

 日系輸入業者：3社

 現地系輸入業者：6社

輸
入
業
者
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小売市場を寡占する現地系大手小売A、Bは多様な日本産品を取り扱っており、需要は
伸長中。ローワーミドル層以下を主なターゲットとする現地系大手小売Cに関しては、日
本産品の取扱はほとんど見られない。

日本産品の取扱状況・顧客層(現地系小売：大手チェーン)

※1：3ブランドの店舗の内、1ブランドのみでの取扱
出所：事業者ヒアリング、現地視察

店舗概要 水産物 農産物 畜産物 加工品・その他

主な取扱日本産品

顧客層

現地系
大手小売A

現地系
大手小売B

現地系
大手小売C

• 中核スーパーであり
47店舗

• 日系百貨店内にも
店舗を保有

• スーパーマーケットは
108店舗、コンビニ
エンスは149店舗

• 43店舗

• ホタテ

• ギンダラ、タイ

• 海老・ウシ海老

• もも

• ぶどう

• メロン

• 和牛

• 豚ばら、豚ロース
(すき焼き・しゃぶ
しゃぶ用)

• ウナギ蒲焼

• 食料雑貨 等

• –

• 大根、かぼちゃ、
白菜、ながいも※1

• メロン、ナシ、りん
ご※1

• –

• 調味料(しょうゆ、
マヨネーズ、ソース
食用油等)

• ビスケット

• 寿司※1

• – • サツマイモ • – • –

• 現地中間層以上が
主たるターゲット

• 大手現地小売Bと
比較して、高級路
線であり、価格帯・
店内のデザイン性が
高い

• 顧客層は幅広い
が、主に中間層以
下

• 小売市場の60%
を占める

• 大衆消費者向けに
安価で販売

• ローカル住民と外国
人居住者が主たる
顧客層

基礎情報
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外国人駐在員(中国・韓国等)を含めて、価格感度の低い富裕層が日本産品の主たる
ターゲットであり、日本産品の品質の高さは広く認知されている。

日本産品の取扱状況・顧客層(現地系小売：大手チェーン)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

現地系
大手小売A

現地系
大手小売B

現地系
大手小売C

日本産品の
ターゲット層

• 富裕層である外国人駐在員
(中国、韓国、インド等)

• ローカル富裕層の需要も高
まっている

• ローカルのアッパーミドル層

• –

日本産品の取扱概況・評価

• 日本産品は他国産と比較して、一般的に10–15%高く、季節性のある品
目では25–30%高いが、需要は伸長中

• 日本産品の品質の高さは広く認知されており、富裕層を中心に需要は高い

• 高島屋店に日本産品コーナーを設置

• 定常的に、同品質の日本産品を安定調達することが課題

• 日本産品を他社より安価で販売する方針だが、一定の収入を有する層で
ないと購入は難しい

• 日本の加工食品は同社全ての店舗で取り扱われており、日本産のビスケッ
ト、マヨネーズ、各種ソース等に関する人気が高い

• 日本産品の品質の高さは認識しているが、高価格であるため、価格を重視
する顧客層が多い点に鑑みて、基本的に取扱っていない

 物流コストが占める割合が高く、日本のインポーターはコスト削減を
図っているが、輸入量が限られており、困難との認識

• ローワーミドル層は日本産品と他国産品の味の違い(例：もも)を識別でき
ないケースも多い
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現地系小売Dはローカルの中間層以上・観光客をターゲットとしており、高価格の日本
産品を比較的豊富に揃えているが、直近、韓国産・台湾産品の扱いも開始。

日本産品の取扱状況・顧客層(現地系小売：個別店)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

店舗概要 水産物 農産物 畜産物 加工品・その他

主な取扱日本産品

顧客層

現地系
小売D

現地系
小売E

• 日本産品を販売す
るスーパーと外食店
との複合施設

• 韓国産・台湾産品
の扱いも開始

• 日本産品の割合は
約60~70%

• 小規模の独立した
海鮮市場及びレス
トラン

• BtoB(外食・ホテ
ル)販売も実施

• マグロ、タイ、
ブリ、アジ
カニ、ホタテ、
ウニ、かき等

• ねぎ、大根、サツ
マイモ、キャベツ、
白菜、きのこ、タ
ケノコ、春菊、しし
とう等

• 和牛

• 豚肉

• ビール、日本酒

• 加工食品

• クロマグロ

 1匹丸ごと
購入事例
あり

• –

• 和牛

松坂牛を扱った
経験あり

• –

• 主にローカルの会社
員、観光客

• 60％はローカル・外
国人駐在員

• 40%は周辺ホテル
の観光客

• 60%の現地人・
40%の外国人移
住者
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現地系小売Dはローカルの中間層以上を主たるターゲットとしているが、独自ルートでの
調達を行っており、価格が高止まりしていることが販売のネックとなっている。また、日本の
水産物を取り扱うノウハウが現地にはない点も指摘。

日本産品の取扱状況・顧客層(現地系小売：個別店)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

日本産品の
ターゲット層 日本産品の取扱概況・評価

現地系
小売D

• ローカルの中間層以上(会社
員・家族世帯)、観光客

 日本人駐在員は、明治
屋等に流れてしまうケース
が多い

• 日本産品は高価格であるため、販売動向が芳しくない

• 日本産品のみを販売するのは厳しいため、他国産品等とともに販売すること
が現実的であり、直近、韓国産・台湾産コーナーも設定

• 日本の野菜、果物を海外で栽培したらより安価で販売できるのではないか

 例えば、日本産メロンの価格は60SGD/個以上に対し、ベトナム
産の日本メロンは18–20SGD/個

現地系
小売E

• 特定していない

• 他国産にはない産品のみ日本産を輸入し、レストランの小魚カウンターと大
規模なマーケットの2店舗に配達

• 日本からは隔週で60–100kgのクロマグロ(100SGD/kg以上)を購入し、
自社での販売の他、刺身にして、レストランやホテルへの納入も行っている

 顧客から要望があった際に、470SGD/kgの和牛を調達した経験
もある

• 日本産品に特化したコーナー等は設置しておらず、全ての水産物がカウン
ターに設置されている

• 日本産の水産物や牛肉の扱い方を知る人が少ないため、日本産の扱い方
を教育する必要があるとの認識
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現地系大手小売A、Bを始め、現地系大手は日本産品の取扱増加に意欲的であり、生
鮮品を含めた日本産品輸出の伸びしろは残されている。

今後の日本産品の取扱意向(現地系小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

増加意向 現状維持 減少/意向なし

取扱意向 増加意向の高い品目 具体的な意向・重視する基準等

現地系
大手小売A

• 豚肉

• 調味料

• 菓子

• 日本産品の需要は伸びており、調達が安定すれば、高島屋店以外にも日本産
品の販売コーナーを設置する意向

現地系
大手小売B

現地系
大手小売C

• 加工食品

 マヨネーズ、醤油、
ビスケット、ソース等

• –

• 日本の生鮮品(農産物)は１つのブランドのスーパーのみの扱いであり、量は限
定的だが、日本産加工食品は全店舗で取り扱っており、比較的安価であるため
に人気が高まっており、取扱を増加する意向

• 価格がより安く、かつ顧客の需要があれば、現地サプライヤーからの調達も検討
するが、現時点では意向なし

• 野菜・食料雑貨はマレーシア・中国、水産物はインドネシア・中国・フィリピン・ベト
ナムが主な輸入先国であり、今後も継続意向

現地系
小売D

現地系
小売E

• –

• –

• 日本産品の販売動向は芳しくなく、日本産品のみに拘らず、韓国産・台湾産品
の取扱を増加させる予定

• 価格面に関して、ヨーロッパ、オーストラリア、ニュージーランド、韓国産品と比較す
る限り、日本からの輸入を増やす計画はない
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現地系大手小売A、Bは、長年の取引に基づく、既存のインポーターとの関係性が強
固。現地系小売Dは自社輸入を基本としている。

日本産品の主な調達ルート(現地系小売)

輸出業者 輸入業者 小売

現地系
大手小売A

日系水産物
輸入業者

日系青果物
輸入業者

国内輸出業者

水産物・
その他品目

青果物

野菜・
青果物

現地系
大手小売B

現地系青果物
輸入業者

日系/現地系
輸入業者

国内輸出業者

水産物・和牛・加工食品・日本酒等

現地系
大手小売D

日系輸入業者

国内輸出業者・
市場

国内輸出業者

調達の特徴

• 価格だけでなく、サプライヤーとの信頼関係を重視
しており、水産物輸入業者AはAVA対応用の翻
訳等を柔軟に対応する点を評価

• 水産物輸入業者Aは週1回の航空輸送(チル
ド：300–350kg)と月1回程度の海上輸送を
組み合わせて日本産水産物を輸入

• 青果物輸入業者Bとの関係性が強固であり、
扱っている青果物・野菜のほぼ全てを調達

 年間に250kg程度

• 国内輸出事業者経由で愛媛産の水産物(マグ
ロ、タイ、ブリ、アジ等)を直接輸入

 沖縄ハブから週1回100–120kgを直
接輸入

• その他の食品に関しては、現地の不景気もあり、
当初想定より少ない、2~3か月に1回の調達(神
戸港からの船便)に留まっている

日系大手小売の取扱品

加工食品

出所：事業者ヒアリング
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日系大手小売A、Bは日本産品の取扱の歴史も古く、品揃えも豊富。その他の小規模
日系小売は、基本的に水産物・加工食品(菓子・飲料等)の取扱が中心。

日本産品の取扱状況・顧客層(日系小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

店舗概要 水産物 農産物 畜産物 加工品・その他

主な取扱日本産品

顧客層

その他
(小規模郊外型)

• (非公表) • 各種水産物 • – • –

• 菓子

• 日本酒、緑茶

• もも缶詰

• 調味料 等

日系
大手小売A

日系
大手小売B

日系
大手小売C

• ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙに6店舗

• 15年以上現地で
日本産品を販売

• 近年Jurong East
にも開業

• １店舗のみで、海
外スーパーマーケット
2号店の位置付け

• 書店等他の日本製
品も豊富

• 外食大手が運営

• 商業施設に入居

• テストマーケが
主目的

• サバ、サケ、スズ
キ、サワラ、コハダ

• キャベツ、ねぎ、に
ら、かぼちゃ、レン
コン、サツマイモ

• ぶどう、ナシ、も
も、りんご、いちご

• 和牛

• 豚肉
(もも色ポーク)

• 味噌

• おにぎり等の惣
菜・弁当

• 加工食品

• タコ、アジ、真鯛、
マグロ、エビ、ウ
ニ、イカ、たら、ホタ
テ、たらこ

• 大根、トマト、玉
ねぎ、キャベツ、き
のこ、コメ

• スイカ、柿、もも、
ナシ、メロン

• しゃぶしゃぶ、すき
焼き用肉、ミンチ

• チーズ等

• 冷凍食品、エビフ
ライ、油揚げ、コー
ンフレーク、麺類、
しらたき

• タコ、マグロ、
ホタテ、エビ、イカ

• 青果物 • –

• 日本酒

• 菓子

• 弁当・惣菜

• 中間層以上

• 中間層以上

• 周辺企業で働く中
間層・バス/MRTの
パッセンジャー
(交通ハブの立地)

• 中間層

基礎情報


